
 

 

 

 

 

 

 

未来を支える武蔵野の子どもたちのために 
 

                               教育長 宮崎 活志 
 

 緑豊かで、多様な文化的環境が整っているこの武蔵野市で育つ子どもたちは、これから

の社会を支えていく大切な存在です。そして、本市が大切にしてきた地域コミュニテイを

支える一員でもあります。そのため、一人一人の子どもたちには、自己の能力を最大限に

生かすとともに、知性や感性を一層磨き、自分の意見や意思をもって考え、自ら判断し、

自ら行動する主体的な力が必要になります。そして、このような力は、生涯学び続ける力

の源にもなります。 

 本市では、このような子どもたちを育成するために、知・徳・体のバランスの取れた教

育やセカンドスクールをはじめとする特色ある教育を進めてまいりました。今後これらの

取組をさらに充実させていくには、これまでの取組の成果や課題を分析して、授業改善や

校務の効率化を図るとともに、ＩＣＴ教育や特別支援教育などの新たな教育課題に対応で

きる教員を育成することが大切です。 

 また、実際の教育の場では、団塊世代の教員の大量退職に伴い経験の浅い若手教員が増

えているにもかかわらず、学校の業務はますます多様化・複雑化しているため、教員の多

忙化の解消が大きな課題となっています。 

 そこで、市教育委員会では、これらの課題を解決するために、平成２３年９月から、教

育センターの設置について検討を行ってまいりましたが、このたび、将来の教育センター

の中核となる機能を先行して実施するため、「教育推進室」を開設しました。 

 教育推進室の機能については、次ページ以降で詳しく紹介させていただきますが、学校

を中心とした子どもたちへの教育活動に対する支援や教員の多忙化を解消するために、「相

談・支援」「研修」「教育情報収集・発信」「調査・研究」「ネットワーク構築・コーデイネ

ート」の５つの機能を担うこととしました。例えば、「教育情報収集・発信」では、研究指

定校の研究成果等を電子データ化し、市内の全教職員が自席でそれらの資料を活用できる

ようにしたり、「ネットワーク構築・コーデイネート」では、個人情報に配慮しながら、市

採用の臨時職員の人材情報を一元管理し、市内の学校へ紹介するシステムを構築したりし

ます。 

 この教育推進室とすでに大野田小学校に設置している教育支援センターを、将来的には

学校施設の改築等の機会に併せて統合させ、未来を支える子どもたちの教育を支える教育

センターを実現させていきたいと考えます。皆様のご理解とご支援をお願いいたします。 

教育推進室だより 
平成２７年５月１３日 

武蔵野市教育委員会 

 指導課教育推進室 
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域 

① 教職員に対する相談・支援 

② 教職員に対する研究や研修等の協議をもつ場の提供 

③ 学級崩壊やいじめ等への緊急対応支援 

① 若手教員育成研修の実施支援 

② 職層研修の実施支援 

③ 重点事業や教育課題に関する委員会等の実施支援 

① 学校情報システム等を活用した情報発信 

② 教科書展示・閲覧 

① 人材リストの作成及び学校への紹介 

② 地域コーディネーターの活用 

③ 地域の教育力の学校教育への支援 

④ 大学生の地域ボランティア活動の学校支援 

⑤ 家庭や地域等への支援 

① 本市が抱える当面の教育課題に対する調査・研究 
※平成２８年度より実施予定 

教育推進室の運営体制・職務内容 
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メンバー紹介 
（写真上段左から）                  

【教育アドバイザー】島田 信行、小山田 穣、續 恭司、佐藤 幹夫、荒木 俊夫 

 

（写真下段左から） 

【学校支援コーディネーター】亀井 誓子  

【教育推進室長（担当係長）】 小森 正代 

【嘱託職員】        山本 恭子 
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初任者代表 五中伊藤先生の宣誓 

宮崎教育長からの辞令交付 

平成 27年度の初任者研修が 

スタートしました 

 

 

平成 27 年４月１日、29 名

の新規採用教員がこの武蔵

野の地に着任しました。 

着任日の４月１日からは着任校で入学式や始業式に向

けて校長先生をはじめ多くの先生方から指導を受け、子ど

もたちとの初めての出会いにドキドキしながらも期待に

胸を膨らませて準備を進めてきました。そして、小学校で

は４月６日、中学校では４月７日に、待ちに待った子どもたちとの出会いが現実のもの

となりました。 

それから１週間、この４月 14 日には３年間に及ぶ「若手教員育成研修」の初年度「初

任者研修」受講の辞令を一人一人が宮崎活志教育長から受けました。その後、初任者を

代表して第五中学校 伊藤佳祐教諭から「経験不足による不安が入り混じった気持ちで

いるが、まずは学習指導力を身に付け、学校教育の複雑化・高度化する課題解決に向け、

生徒指導や校務分掌など、教員として必要とされる能力全般の研鑽に貪欲に取り組んで

いきます。この研修の機会を無駄にするようなことがないよう、日々奮闘していくこと

を誓います。」と力強い宣誓が行われました。 

その後、教育長からは、主に子どもたちと関わる際の「教育的コミュニケーション」

について、また、今後の研修を担う教育推進室アドバイザーの小山田穣先生、竹内道則

教育部長、指田和浩指導課長からは、日ごろの教師の姿勢、武蔵野市政、教育公務員と

しての服務等の講話があり、初日から充実した内容の研修を受けました。 

受講者全員、教え子たちの瞳の輝きに負けないくらい真剣なまなざしで研修を受けて

おり、今後の大きな飛躍を予感させてくれた研修初日となりました。 

 

教育推進室のアドバイザーの先生方は主に初任者研修を含む若手教員育成研修に携

わりますが、その他にも学校経営や教員育成、学習指導等の各種相談を受けますので、

ご遠慮なくご相談ください。 
 

 

【お知らせ】 

今回の教育推進室だよりでお気づきの点やご意見がありましたら、ぜひ教育推進室までお寄せくだ

さい。次号は開かれた学校づくり協議会や地域で活躍する団体の活動紹介等を掲載する予定です。 
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